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 第１ はじめに  

 

 本市の商店街を取り巻く環境は、大規模小売店の立地やインターネットショッピン

グなどの普及による通信販売の拡大など商業形態の多様化が進んでおり、また後継者

不在による空き店舗や空き地の増加、新型コロナウイルス感染症等が及ぼした影響も

あり、活力はますます減退してきている。 

 本市では、商店街の活性化を図るため、中心市街地活性化法に基づかない市独自の

計画として、平成23年３月に水沢駅から日高神社周辺を計画区域とする「奥州市中心

市街地活性化基本計画」を策定し、さらに平成28年３月には、後継計画として市全域

を対象とする、計画期間が令和２年度までの「奥州市商店街活性化ビジョン」を策定

し、さまざまな取組を推進してきた。 

このビジョンの計画期間の最終年度である令和２年度に次期後継計画の策定を予

定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により策定を延期し、令和３年度か

らの後継計画は策定されていない状況にある。 

現在、本市では令和９年度を計画期間の始期とする後継計画の策定に向け、各種計

画との整合性を図りつつ、取り組みを進めている。＜注１＞ 

 産業経済常任委員会では、後継計画の策定に合わせ、商店街の活性化についての政

策提言の検討を開始し、先進地視察等により調査研究を行い、また、令和７年２月に

は「市民と議員の懇談会」を開催し、商店街について市民の考えや意見を聞く機会を

設けた。 

懇談会では、若い世代の参加者から、「商店街の活性化がなぜ必要なのか」、「そもそ

も商店街が何なのかわからない」、「商店街は買い物をする場というよりも楽しむこと

を買う場、生涯学習の場と捉えている」、「これからの商売は店で待っているのではな

く店が移動する商店街がいいのでは」など、新しいカタチの商店街についての多くの

意見が出された。 

 そこで、今回、当委員会では、買い物ができない地域の発生や高齢者の買い物問題

などの課題も踏まえ、特定の地域の商店街について述べるのではなく、今、市民が求

めている新しい商店街のカタチの提案を行うことにより、商店街活性化のための新し

いビジョンの一助としていただきたく、政策提言を行うものである。 

 

＜注１＞  
令和７年７月17日の全員協議会において、新たなビジョンの名称は「（仮称）おうしゅ

う都市拠点エリア商業振興ビジョン」とし、令和８年度中の策定完了を目指すとの説明
があった。 

当委員会では、今も商業振興に奮闘している市民を後押ししたいとの意味も込め、こ
のタイミングでの政策提言をとりまとめた。 
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 第２ 奥州市の商店街を取り巻く環境と課題 

 

   奥州市の商店街は、経営者の高齢化や後継者難、魅力ある個店の減少、水沢地域の

商店街の核店舗であった大型商業施設メイプルが令和５年４月末にすべてのテナン

トが退店し、商業施設としての営業を終了したことによる集客機能の低下といった内

部的な環境の問題と、少子高齢化による人口減少を始めとする外部的な環境の変化に

加え、ICT化やグローバル化、コストパフォーマンス、サステナブルといった消費行動

の変化や新型コロナウイルス感染症等の影響による生活様式の変化など、さまざまな

問題に直面している。 

 

   平成28年３月に奥州市全域の商業の活性化を図るために策定された「奥州市商店街

活性化ビジョン」では、事業を集中かつ効果的に実施するため、「奥州市都市計画マス

タープラン」の土地利用方針で示している、「水沢駅周辺」、「江刺総合支所周辺」、「前

沢駅周辺」を重点地域と設定し、取組を行ってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

また、市内には多くの大規模小売店舗（大規模小売店舗立地法に定める、建物の

立地面積が1,000㎡を超える小売店舗）があるが、そのほとんどがこの重点地域外

に立地している。 

    水沢地域では、国道４号沿いや常盤通り沿い、東水沢バイパス沿いに総合スーパ

ー、ドラッグストア、ホームセンターが多く立地している。（重点地域外） 

    江刺地域では、豊田町で営業していたイオン江刺店が令和元年11月に閉店し、同

月にイオンスタイル江刺店が八日町にオープンした。（重点地域外） 

位置図：平成 28 年 3 月「奥州市商店街活性化ビジョン」より 
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     前沢地域では、JR前沢駅東側にイオン前沢店が立地しており、国道４号沿いにド

ラッグストアが開店している。（重点地域内） 

    胆沢地域では、東部にジョイス龍ケ馬場店が立地しており、衣川地域には大規模

小売店は立地していない。（重点地域外） 

     

    市内の商店街組織は、「奥州市商店街活性化ビジョン」が策定された平成28年３

月時点では、水沢地域の重点地域には水沢駅通り商店街振興組合、横町一番街商店

街振興組合、大町一番丁商店街振興組合、水沢大町商店街振興組合の４振興組合と、

横町中央商店会、中央通り商店会の２任意団体が、江刺地域の重点地域には、川原

町商店街振興組合の１振興組合と中町商店会、大通り商店街振興会、六日町振興会、

南大通り振興会、南町商店振興会の５任意団体が、前沢地区の重点地域には、南大

通振興会、三日町下商工振興会、駅通り商店会、牛ちゃん通り商店会、アスティ商

店会の４任意団体の合計16団体が活動していた。 

    しかし、コロナ禍以降、活動休止や解散する団体が増え、令和７年６月には商店

街振興組合が２団体、商店会の任意団体が９団体となり、商店街組織数の減少から

も、商店街を取り巻く環境の厳しさが伺える。 

 

    また、商店街の課題として、令和４年３月に策定された『第２次奥州市総合計画

後期基本計画2022-2026』では次の４つの事項が記載されている。 

 

   ・魅力ある店舗が減少し、空き店舗が増加するなど、商店街の魅力が減少している。 

   ・商店街の魅力ある個店やイベントが買い物客等に認知されていないことから、SNS

等の利用を含めた情報発信力の向上、インターネット通販への対応が期待されてい

る。 

   ・商店街の居住者の減少により、商店街自体の力が減少してきていることから、居

住しやすい環境の整備や高齢者と子どもが安全で安心して買い物ができる環境の

整備が求められている。 

   ・観光客を商店街へ誘致する仕組みの構築や、起業・創業の促進により、新事業創

出や商店街の賑わい創出の地方経済の活性化をはじめ、事業継承、空き店舗解消 

等の地域課題解決が期待されるが、初期段階においては相談窓口の常設やコーディ

ネーターによるきめ細かな伴走支援が必要である。 

 

    これらは３年前の記載内容であるが、その後メイプルの営業終了など状況は好転

しておらず、これらの事項は現在も取り組まなければならない課題といえる。 
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 第３ 産業経済常任委員会の政策提言に向けての取組 

 

１ 政策提言に関する委員会の開催状況 

(1) 令和６年度 

 会議等 月 日 政策提言に関する内容 

１ 常任委員会 ４月16日 令和６・７年度の政策提言取組項目の協議 

２ 常任委員会 ５月16日 政策提言で取り組みたい内容について各委員がレポ

ートを発表 

３ 常任委員会 ６月７日 政策提言に関するテーマの決定 

「奥州市商店街活性化に関する政策提言」 

４ 所管事務調査 ７月16日 奥州市商店街活性化ビジョンの策定について 

※詳細は９ページ「３政策提言に関する所管事務調査等(1)」参照 

５ 行政視察 ８月６日 岩手県紫波町 

「リノベーションまちづくり構想の取組について」 

※詳細は16ページ「４政策提言に関する行政視察(1)」参照 

６ 行政視察 

 

８月６日 岩手県花巻市 

「花巻リノベーションまちづくり構想の策定につい

て」 

※詳細は20ページ「４政策提言に関する行政視察(2)」参照 

７ 行政視察 11月7日 京都府福知山市 

「中心市街地活性化の取組について」 

※詳細は24ページ「４政策提言に関する行政視察(3)」参照 

８ 常任委員会 12月３日 市民と議員の懇談会に関する協議① 

９ 常任委員会 12月９日 市民と議員の懇談会に関する協議② 

10 常任委員会 １月16日 市民と議員の懇談会に関する協議③ 

11 常任委員会 １月28日 市民と議員の懇談会に関する協議④ 

12 市民と議員の

懇談会 

２月１日 テーマ：「街と商業の未来を市民でつくる」 

参加者：不動産業関係者、奥州商工会議所及び前沢商 

工会の青年部、奥州青年会議所、高校生等 計17名 

※詳細は６ページ「２市民と議員の懇談会」参照 

13 常任委員会 ２月14日 市民と議員の懇談会のまとめ 

14 常任委員会 ３月12日 政策提言に盛り込みたい内容について各委員がレポ

ートを発表し、政策提言のコンセプトを決定 
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 (2) 令和７年度 

 会議等 月 日 政策提言に関する内容 

１ 常任委員会 ４月16日 「えさし蔵まち水曜市」の現地視察 

※詳細は11ページ「３政策提言に関する所管事務調査等(2)」参照 

２ 常任委員会 ５月16日 「えさし蔵まち水曜市」の現地視察を終えての意見

交換 

３ 所管事務調査 ６月10日 奥州市商店街活性化ビジョン策定の進捗状況及び商

店街振興に関する市の取組の現状と課題について 

※詳細は13ページ「３政策提言に関する所管事務調査等(3)」参照 

４ 常任委員会 ６月16日 政策提言書案の検討① 

５ 常任委員会 ６月23日 政策提言書案の検討② 

６ 常任委員会 ７月11日 政策提言書案について担当部局と意見交換 

７ 常任委員会 ７月18日 政策提言書案の検討③ 

８ 全員協議会 ８月20日 奥州市議会議員に対する政策提言案の説明 

政策提言案に関する各会派意見等の提出依頼 

９ 常任委員会 ９月16日 各会派意見を踏まえた政策提言書最終案及び発議案

の検討 

10 全員協議会 ９月19日 奥州市議会議員に対する政策提言書最終案及び発議

案の説明 

11 発議案議長 

提出 

９月26日 議長へ発議案第35号「多世代の交差点―買い物以上

の価値で賑わう体験型商店街に関する政策提言書」

の提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真：令和７年７月 11 日「担当部局との意見交換」の様子 
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２ 市民と議員の懇談会 

 奥州市議会では、議会情報の発信の場及び市民と議員との多様な意見交換の場と

して、「市民と議員の懇談会」を毎年度実施している。 

産業経済常任委員会では令和６年度、「街と商業の未来を市民とつくる」をテー

マとして、ワールド・カフェ方式による意見交換を行った。 

 

 【開催日時】令和７年２月１日（土） 午前10時から 

 【会  場】奥州市役所 ７階 委員会室 

 【懇談テーマ】「街と商業の未来を市民とつくる」 

 【参 加 者】不動産業関係者、奥州商工会議所及び前沢商工会の青年部 

奥州青年会議所、高校生等 計17名 

 

今回のワールド・カフェでは、「奥州市の商業・商店街の現状について感じている

こと」、「どのような商業エリア・商店街が魅力的か」、「新しい奥州市の商業・商店

街の活性化に向けて私たちができること」などをメインに、第１ラウンドから第４

ラウンドまで行ったところ、意見や要望は次のとおりであった。 

 

奥州市の商業・商店街の現状について感じていること 

 

＜意見・要望＞ 

・駐車場がなく、シャッター街で、活気がない。休日の賑わいがない。 

・アパートは増えているが、商店は増えていない。店の情報がない。 

・学校から駅までの間に、遊んだり、食べたりできる場所が欲しい。 

・座る場所がない。 

・遊ぶとなると市外に行く。 

・そもそも、商店街は必要か。なぜ商店街を盛り上げたいのかわからない。 

・10代は商店街がわからない。 

・商店街の定義を、固定式ではなく流動式（移動・休日のみ）にしては。 

・大谷翔平選手、吉田戦車さん、大瀧詠一さんをコンテンツとして活用しては。 

・水沢地域の国道４号を中心に発展すれば東西に利益をもたらすのでは。 

・飲食やレジャー施設で勝負するより、商店街としてテーマを決めターゲット 

を絞り、その層に特化してはどうか。 

・商店街を盛り上げるより先に、人が住んでくれる街づくりが必要。   
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どのような商業エリア・商店街が魅力的か 

 

＜意見・要望＞ 

・若者が集まる施設（映画館や学生が勉強できるスペース）がある。 

・子どもが体を使って遊べる施設や多くの人が集える公園などがある。 

・外観が魅力的。 

・週末にとりあえず行きたくなる場所。 

・気軽に行けて、１日過ごせる場所。 

・人と人をつなぐ場所、世代間交流ができる場所。 

・マルシェなどの定期的な催事やイベントがある。 

・移動式の商店街を各地域で定期開催する。 

・高校生がチャレンジできるショップがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  新しい奥州市の商業・商店街の活性化に向けてわたしたちができること 

   

＜意見・要望＞ 

  ・交流人口を増やす。 

・起業を考えている若い世代を呼び込む。  

写真：「市民と議員の懇談会」の様子 

写真：「市民と議員の懇談会」の様子 
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・年祝連・厄年連が踊りを披露する場を作る。 

  ・若い世代は、いろいろな方法で街をアピール 

できるので、奥州市の様々なＰＲを依頼する。 

  ・SDGs商店街をつくる。 

  ・観光資源として商店街を演出する。 

  ・キッチンカーへの補助制度を強化し、商店街 

の密度を濃くする。 

  ・若い世代が商店街のトップになって引っ張っ 

ていく。 

  ・お店を探しやすいマップを作成する。 

  ・活性化には時間とお金が必要になるので、県 

や市の補助や指導が必要。 

 

 

 

市民と議員の懇談会を開催しての委員の所感  

 

  

 ☆世代間で、商店街のイメージが異なっており、そもそも商店街を活性化させ

たい理由がわからないという声に驚いた。 

   

☆参加された方の商店街のイメージは買い物をする場というよりも、楽しむこ

とを買う場、人が集まる場、生涯学習の場と捉えていると感じた。 

   

☆アイディアとして、店で待っているのではなく、人のいるところに移動する

商店街がいいのではないかと感じた。（キッチンカー、移動販売車、軽トラッ

クなどを活用し、テーマを決めて定期開催で実施するもの。） 

 

☆情報発信、プロモーション、マップ等により、教育・交通・遊びの場もあわ 

せて可視化が求められている。 

 

 

 

 

写真：「市民と議員の懇談会」での意見 
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３ 政策提言に関する所管事務調査等 

(1)令和６年７月 16 日開催 所管事務調査 

【事務調査】 

奥州市商店街活性化ビジョンの策定について 

①これまでの策定の経過について 

②今後策定予定のビジョンの主な柱とスケジュールについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 ： 前回のビジョン策定時の検討組織体系   
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平成 22 年度に水沢駅から日高神社周辺を計画区域とした「奥州市中心市街地活

性化基本計画」が５年間の計画期間で策定され、平成 27 年度には後継プランとし

て市全域を対象とした「奥州市商店街活性化ビジョン」が５年間の計画期間で策

定された。 

令和２年度で計画期間が終了したが、コロナ禍の対応に注力したことや令和５

年度に策定された「奥州市立地適正化計画」及び「奥州市未来羅針盤図」との整

合性を図る必要性が生じたことなどから、次のビジョンの策定が延期され、現在

に至っている。なお、計画期間終了後も、ビジョンに基づき下表のソフト事業を

実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務レベルでは、新たな総合計画の策定作業が始まる前の、令和７年度中のビ

ジョンの策定を検討しており、前回同様に水沢駅、江刺総合支所、前沢駅の周辺

を重点地域として設け、「奥州市商店街活性化ビジョン策定委員会」を設置し意見

聴取を行いながら、各種観点から検討を進めていきたいとの説明であった。 

   

≪委員からの意見・要望≫ 

・女性や若者も策定委員に多く選定してほしい。 

・市民ニーズの把握に努めてほしい。 

・将来の人材育成を図る視点をビジョンに反映してほしい。 
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(2) 令和７年４月 16 日開催 現地視察 

【現地視察】 

えさし蔵まち「水曜市」 

①オープニングイベント及び水曜市の現地視察 

②水曜市の開催経過、実施状況、費用負担、課題等の聞き取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：えさし蔵まち「水曜市」現地視察 

  市内で継続的に開催されている定期市の現状を把握するため、えさし蔵まち

「水曜市」を現地視察し、事務局を担当している奥州商工会議所江刺支所担当者

から事業概要の説明及び意見交換を行った。 

   

       えさし蔵まち「水曜市」 事業概要 

主  催： えさし蔵まち「水曜市」出店者会（平成 19 年４月設立） 

協  力： 奥州商工会議所 

期  間： ４月から 11 月の毎週水曜日 

時  間： 午後１時から午後４時 

場  所： 蔵町モール（中町～南大通り間歩行者専用道路） 

出店条件： 水曜市出店者会会員 

（年会費 1,000 円、道路使用許可申請料 2,300 円） 
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販売品目： 自由 

（食品衛生法上の営業許可が必要な品目は各自で許可を取得） 

   会 員 数： 令和７年度 26 店（会設立当初は 40 店程度） 

      ＜会員内訳＞  

地域…奥州市内 14（江刺９、水沢５）、金ケ崎１、北上３、花巻２、 

   一関１、大船渡４、陸前高田１ 

業種…野菜・山菜・生花等の農産物、菓子・漬物等の加工食品、 

   雑貨、整体、修理など 

   開催経過： 平成 15 年度～ えさし蔵まち水曜夕市 午後３時～６時 

         平成 17 年度～ えさし蔵まち水曜市  午後２時～６時 

         平成 19 年度～ 出店者会設立、現在に至る 

 

   水曜市は、旧江刺市時代から市役所で日曜朝市を開催しているが、平日も開

催できないかということで、朝市のメンバーで始まり、中心市街地活性化事業

を活用し、江刺中心市街地の賑わいを創出するということでスタートした。 

   当初は売る側も買う側も多数だったが、徐々に減少している状況にある。現

在の来客者は、遠くまで買い物に行けない近隣のお年寄りや子連れの方が多

く、出店者も高齢化や廃業、食品衛生法の改正などにより減少傾向にある。 

   また、蔵まちモールは歩行者専用道路であることから、市への道路占用許可

申請及び警察署への道路使用許可申請が必要となっている。旧江刺警察署時代

は道路使用許可申請料が不要であったが、奥州警察署に統合してからは店舗ご

とに徴収されるため、会員の年会費に上乗せしている。ただ、他市と情報交換

したところ、警察署により対応が異なっており、イベントスペースとして作ら

れた場所でもあることから、何とかできないかと考えている。 

   出店者の方の多くは儲けのためではなく、それ以外の気持ちで来ているので    

  はと感じられ、秋のＪＡ江刺が開催する「産業まつり」の出店要件を満たすた

めに参加している方もいるとの説明があった。 

   出店者会の会長からは、こうしてなんとか水曜市が続けられているのはひと

えに商工会議所が事務局として努力いただいているからであり、また、岩谷堂

高校の生徒たちが出店していると会場の雰囲気が明るくなるとの話があった。 

   委員からは、市内には人の流れてこない地域も生じてきており、若い人が来

てくれるようなイベントが必要であり、イベントの継続には事務局やリーダー

となる人材が不可欠であるとの意見が出された。 
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(3) 令和７年６月 10 日開催 所管事務調査 

【現地視察】 

奥州市商店街活性化ビジョン策定の進捗状況について 

商店街振興に関する市の取組の現状と課題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

   奥州市商店街活性化ビジョン後継計画は、令和９年４月の策定・施行を目指

し、令和７年７月から策定委員会、ワーキンググループを適宜開催し、計画案

を検討するとの説明があった。 

 

   商店街振興に関する市の取組と課題については、次のとおり説明があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：商工観光部商工労政課 
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また、現在の市内の大規模小売店舗の出店数は 25 店舗であり、重点地域外が

23 店舗、重点地域内は前沢地域の２店舗のみとのことであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪新規出店希望者の掘り起こしと支援に関する市の取組≫ 

●創業者支援事業補助金 

市内に住所を有する創業者を対象に、広告経費、借上経費等に対し上限額 

30 万円で補助。 

●創業塾 

年２回開催し、事業計画書の作成等、創業するために必要な「経営」「販路

拡大」「財務」「人材育成」の内容を全５回の日程で学ぶことができる特定創

業支援事業。 

●創業セミナー等 

特定のターゲットやテーマの設定によるセミナーを年１回開催。 

 

市民と議員の懇談会で意見のあった、マルシェ等については、これまで市内

は、メイプルトライアル活用事業の一環として「クラフト市 Oshu-BASE」を、ま

ちなか交流館では、指定管理業務の事業として中心市街地の活性化及び市民の

交流を図るために「まちなかハピネスマーケット」等を実施しており、いずれ

も概ね良好な評価を得ている。 

資料：商工観光部商工労政課 
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軽トラ市については、令和４年に開催した「第１回秋まつり、第 57 回水沢産

業まつり」で軽トラ市ブースを設け、４事業者が出店している。 

キッチンカー等の購入に関しては、直接の補助制度はないが、奥州市中小企

業融資あっ旋制度の設備資金の対象になるとの説明があった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員からは、これまで単発的に行われてきたイベント等を一つのコンセプト

をもとに実施し、活性化を諦めることなく挑戦し続けてほしいという意見や、

新しい発想と実現力があるプレイヤーを養成することが重要ではないかとの意

見が出された。 

 

資料：市内で開催されて 

いるマルシェ等のチラシ 
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資料：『紫波町プロモーションブック』 

４ 政策提言に関する行政視察 

(1) 令和６年８月６日実施 岩手県紫波町 行政視察 

【調査項目】 

リノベーションまちづくり構想の取組について 

①リノベーションまちづくり構想の概要と取組内容について 

②リノベーションまちづくり構想策定の経過について 

③取組の成果と今後の課題について 

【現地視察】 

 旧紫波町役場庁舎跡地を利用した温浴・サウナ施設『ひづめゆ』 

（ハードサイダー醸造所併設） 

 

紫波町は大きく分けて、役場や商店街などが立地しており公共交通が充実し

全人口の７割が集中している「中央部」、山村風景が広がり果樹の生産が盛んな

「東部」、そして田園風景が広がり観光、保養施設が立地している「西部」があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、全国的にも優れたプロジェクトとして知られている「オガールプロジ

ェクト」は、町が平成 10 年に取得してから約 10 年間塩漬けとなっていた駅前

の町有地を、平成 21 年から民間主導型の公民連携により公共施設の整備や民間

施設立地などを行うことでまちに賑わいを生み出すことを目指して始まった。 

  その際のオガール・デザイン会議で「エリアリノベーション」、「敷地に価値

なし、エリアに価値あり」という考え方が示された。 
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エリアの価値を上げるため、平成 23 年の県フットボールセンターの開場のほ

か、平成 24 年には図書館や産直、飲食店等の入った官民複合施設「オガールプ

ラザ」、平成 26 年にはビジネスホテルやバレーボール専用アリーナが入った民

間施設「オガールベース」がオープンし、平成 27 年には役場庁舎の開庁、その

後も官民複合施設の「オガールセンター」、民設民営の「オガール保育園」が

次々と整備された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果、まちには賑わいが生まれ、エリアの価値の向上が不動産価値を上げ、

自分たちのまちは自分たちで育てていくのだという町民の意識の変化や役所の

関与を最小限にすることで柔軟な経済開発が可能であることがわかったとのこ

とであった。 

資料：紫波町行政視察時資料 

資料：紫波町行政視察時資料 



 

18 

一方、駅前のオガール地区だけが栄えればいいのかという声があがったこと

から、オガール地区の「大きなリノベーション」に対し、日詰商店街地区で遊

休不動産を活用する「小さなリノベーション」に平成 27 年度から取り組むこと

になった。 

「リノベーションまちづくり」の基本は①民間主導の公民連携であり、②補

助金に出来る限り頼らないことを原則とし、③都市・地域経営課題を解決を目

指すとしている。 

日詰地区でリノベーションまちづくりを推進するためには、まちづくり事業

から収益を上げ、それをまちに再投資しながら、まちに賑わいを創り出す民間

自立型まちづくり会社で、補助金には原則的に頼らず、自立継続するまちづく

り事業を興す「家守会社」を作ることが必要であることから、日詰のまちを再

生して「健康で幸せに暮らしつづけられるまち」にしたいというビジョンを掲

げ、「日詰リノベーションまちづくり構想」の策定のほか、「地域資源活用家守

塾」、「リノベまちづくり勉強会」、「リノベーションスクール」等を開催し、集

中的にプロジェクトの実現を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：紫波町行政視察時資料 
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課題としては、事業者の不足や公有資産活用事業者の選定方法、利害関係者

との情報共有などがあり、今後は、リノベーションスクールの継続開催により

事業者の発掘を図るとともに、地域資源を活用した実践型の起業学習の場とし

て家守塾を開催するなどし、町内外のやる気のある人が起業できる環境を整

え、多様な事業者の運営が可能となるよう新たな公有資産活用手法の検討によ

り実施につなげ、継続的にまちづくり構想の見直しを行うことで、地域の理解

や新たな事業者の参加を図っていきたいとのことであった。 

担当者は、リノベーションスクールはエンジンであり、人材育成をやり続け

ることが大事であり、行政がやるべきことは「学び」と「つながり」のきっか

けとなる場づくりであると話していた。 

紫波町の取組は、従来の商店街活性化策とは異なり、民間主導型の公民連携

にシフトすることで多くの成果をあげており、奥州市でも、新たな発想による

取組が必要ではないかと強く感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：旧庁舎敷地跡地活用「ひづめゆ」 写真：紫波町行政視察時 

資料：紫波町行政視察時資料 



 

20 

写真：『HANAMAKI RENOVATION VISION BOOK』掲載 マルカンビル 

資料：花巻市行政視察時資料 

（2）令和６年８月６日実施 岩手県花巻市 行政視察 

【調査項目】 

花巻リノベーションまちづくり構想の策定について 

①花巻リノベーションまちづくり構想の概要について 

②花巻リノベーションまちづくり構想策定の経過について 

③策定後の現状と課題について 

   

花巻市では、2016 年６月に「花巻市立地適正化計画」を策定しており、旧３

町も併せ、花巻、石鳥谷、大迫、東和の４地区に中心部があるが、都市機能誘

導区域は花巻地区に設定している。この計画の中にリノベーションまちづくり

の取組についても記載があり、関連する事業計画には、エリアリノベーション

を行う「地方再生コンパクトシティモデル事業」、花巻中央広場の整備を行う

「都市再生整備計画事業」などがあり、民間では「マルカンビル大食堂」や

「小友ビル」のリノベーションを行っている。 

 

 

 

 

 

 

花巻市立地適正化計画では、リノベーションまちづくりは「遊休不動産の有

効活用」や「新たな担い手によるまちのコンテンツ創出」という大きな枠組み

の中で整理されており、単に空き物件活用ということではなく、都市機能の再

構築にむけた取組をソフト事業として取り組んでいる。 
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資料：花巻市行政視察時資料 

リノベーションまちづくりの手法を実践を通して学ぶため、花巻市では 2017

年から 2019 年にリノベーションスクールを開催し、市内に実在する空き店舗な

どの遊休不動産を各年３件オーナーから提供してもらい、地域経営課題の分

析、解決する企画や事業収支の立て方等を学び、その物件を活用した事業計画

を作り、オーナーに提案する形で実施している。受講者は延べ 62 名で、対象案

件の中から６案件が何らかの形で実事業化したほか、受講関係者から 12 名が起

業、延べ 14 事業、40 名以上の雇用が生まれている。 

「敷地に価値なし、エリアに価値あり」という考え方のもと、1 つの土地に注

目しがちであるが、まちづくりを考える際は半径 200ｍのエリアで考える必要が

あり、その範囲内にコンテンツを凝縮させ、同じエリアの中で物件を集積して

いくことが有効と考えているとのことであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リノベーション 

まちづくりの仕組み 
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スクールの取組後は、今後さらにチャレンジしていく人や家守事業者、不動

産オーナーが増えていくよう、次のステップとして民間実践者が主体となり

「リノベーションまちづくり構想」を策定している。 

  リノベーションまちづくりの特徴には、「事業収益が高く、スピードが速い」

「民間主導の公民連携」「地域経営課題を複合的に解決」「補助金にできるだけ頼

らない」などが挙げられるが、花巻市では民間のマーケティング力や緻密なマネ

ージメント力などの民間の活力を生かしながら、行政は黒子に徹してやっていく

ことを取組の基本としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今ある資産には、空き物件だけではなく、行政では道路のような公共空間や

公共施設、あるいは人的資源や歴史的資産も含めて考えるべきであり、そうい

うものを余すことなく活用しながら、なるべく低コスト・低リスク・スピーデ

ィーに事業を生み出し育てることで地域経営課題を解決し取り組むことが重要

とのことであった。 

 

令和５年度からは、まちなかの公共空間活用として「花巻中央エリア社会実

験」に取り組んでいる。具体的には、市が車両交通規制や使用申請等の環境整

備を行い、その公共空間を活用したい民間事業者を募集し、まちなか BBQ フェ

スティバルやストリートハンドボールなどを実施している。 

資料：花巻市行政視察時資料 
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これは、花巻市は古い街であることもあり、土地が狭く、空き物件を活用す

る場合、目の前にある公共用地や道路、公園なども含めて一体的に自由に多様

な使い方ができるエリアとして認知されることにより、そのエリアの空き物件

を使っていろいろなことにチャレンジしようという雰囲気が醸成され、エリア

全体のにぎわいの創出や魅力向上につなげたていきたいとのことであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花巻市の取組は、先行していた紫波町の取組を参考に、リノベーションスク

ールを立ち上げ、構想を策定し、公共空間と民間のエリアを一体的になって使

いながら、行動するまちの「主体者（プレイヤー）」を増やしながら、新たなま

ちづくりに取り組まれていました。奥州市でも、リノベーションスクールの開

催によりまちづくりのプレイヤーを増やし、また「エリアに価値あり」と言わ

れるよう、まちをブランド化していく必要を感じた。 

 

 

 

 

資料：花巻市行政視察時資料（社会実験の発想で様々なトライを検証しながら繰り返し積み重ねている） 
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資料：『福知山市議会概要』 福知山市の位置図 

写真：福知山城憩いの広場 

「ゆらのガーデン」 

(3) 令和６年 11 月７日実施 京都府福知山市 行政視察 

【調査項目】 

中心市街地活性化の取組について 

①取組の概要 

②「駅正面通りリニューアル事業」等商店街活性化の取組の現状と成果 

③活性化に特に有効であったと評価する事業と今後の課題 

 

福知山市は、京都市からは 60ｋｍ、大阪市からは 70ｋｍの距離にあり、京阪

神都市圏と山陰・丹後地方の交通の要衝として古くから栄えた城下町都市で、

平成 18 年１月１日に、福知山市・三和町・夜久野町・大江町の１市３町が合併

して現在に至っている地域である。 

福知山市でも、時代の流れにより中心市街地の求心力は次第に失われ、シャ

ッター通りとなってきたことから、中心市街地活性化基本計画に平成 23 年から

令和２年の２期 10 年にわたり取り組み、その後３期計画は定めずに立地適正化

計画の都市機能誘導区域と重なる形で取組を継続している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１期計画では福知山城憩いの広場「ゆらのガーデン」をはじめとする「街

並み環境整備事業」や駅前に図書館・中央公民館・ジョブパークなどの機能を

持つ複合施設「市民交流プラザふくちやま」等を整備し、「広小路マルシェ」等

城下町ならではの地域資源を活かした街並みづくりやおもてなし事業を市民、

民間事業者、行政等が一体となり協働事業として取り組み、広域からのお客様

を迎え、新たな賑わいを生み出した。 
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第２期計画では、福知山駅周辺、福知山城周辺、広小路周辺を中心に歴史

的、文化的な地域資源を活かしながらエリア別に事業に取り組み、新規開業店

舗が 40 件、平成 28 年に開学した福知山公立大学の活用物件が２件などのほ

か、アーケードのある商店街を空間として利用した「福知山ワンダーマーケッ

ト」を２カ月に１回定期的に開催し起業を目指す方のチェレンジ及びマーケテ

ィングの場として活用し、イベントの固定ファンを得るなど、エリアの魅力向

上や魅力ある店舗が増加することで通行量がアップするなどのさまざまな成果

を上げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福知山市行政視察時資料 
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また、公民協働の活性化まちづくりモデルが具現化されたことにより、平成

27 年 12 月に、高齢化と空き店舗の増加が進んでいた駅正面通り商店街では、商

店街エリアの 30・40 代の若手事業者を含む意欲ある有志と商店街組織による共

同出資で民間のまちづくり会社「福知山フロント株式会社」が設立された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容としては、区画を分譲して戦略的にテナント誘致を行い、空き店舗

問題の解消を図る「テナントミックス事業」、建物所有者の意識改革の促進と空

き店舗の流動化を図ることを目的に、元パチンコ店を活用し、商店街の魅力を

高めるテナントを誘致し、不足している機能を導入した複合施設を整備する

「銀鈴ビルプロジェクト」等がある。また、「銀鈴ビル」の認知度を高めるた

め、福知山市内を中心とする飲食店や農業者などが出店する「ファーマーズテ

ーブルズ」という食のイベン 

トを令和４年度から年複数回 

実施し、集客と情報発信を行 

い、商店街の魅力の向上を図 

っている。 

これらの取組により、経済 

産業省「地域にかがやくわが 

まち商店街表彰 2024」を受賞 

している。 

資料：福知山市行政視察時資料 

資料：福知山市行政視察時資料 
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担当者からは、この事例の成功の要因は、やる気のある若手を商店街の重鎮

がバックアップしたことにより、高齢化した空き店舗の持ち主からも賛同が得

られたことであり、他の地区でも世代交代が進んだエリアから活性化が進んで

いるとの発言があった。 

このような福知山市の事例は、奥州市でも大変参考になるのではと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福知山市行政視察時資料 

写真：銀鈴ビル外観 

写真：銀鈴ビル１階 

写真：銀鈴ビル２階 

写真：銀鈴ビル１階 
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 第４ 政策提言 
 

〔政策提言で目指すＳＤＧｓ〕※奥州市版                

 

 

【提言１】 「多様な世代に対応した地域活性化商店街」 

多様な世代のニーズに応えるとともに、地域の魅力を高めるため、コ

ンセプトやテーマが明確な新しい商店街づくりを進めること。 

 

１ 提言のねらいと効果 

 

(1) 高齢者や親子など、すべての世代が楽しめる商店街を目指し、多様なニーズ

に応えることとで、地域住民の交流を促進する。 

 

(2) 商店街の景観整備等により、統一感のあるエリアを構築し、全世代が快適に

過ごせる場所を提供する。 

 

(3) 市の公式マスコットキャラクター「おうしゅうたろう」 

や奥州市出身者の音楽や活躍の展示等を取り入れた商店街 

は、他の地域との差別化を図ることができ、訪れる人々に 

地域の魅力を強調する。 

 

(4) 空き店舗等を活用し、教育や学習の場を提供することで 

地域の人々が知識とスキルを高める機会を創出する。 

 

(5) 商店街を情報発展の拠点とすることで、地域における情報の流通を円滑に

し、地域経済の活性化を目指す。 

  

 

 

画像：おうしゅうたろう 
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２ 具体的施策 

 

(1) 交通アクセスが良い地域の商店街に、高齢者向けの住宅やサービス付き高齢

者向け住宅を誘致し、高齢者向けのカフェ、福祉サービス、趣味の場を整備

し、高齢者が住みよい商店街づくり。 

 

(2) 子育て世帯や学生などの若い世代が安心して楽しく過ごせるような、飲食を

自由に行えるエリアや親子が安全に遊べるエリア、中高生が楽しめるようなア

クティビティ設備があるエリアや学習エリアなどがあるフリー休憩スペースが

豊富な商店街づくり。 

 

(3) 工業団地帰宅路線にある商店街では、仕事帰りに立ち寄れるナイトマーケッ

トやフードフェスなどのイベントの開催や「工業団地ワーカー向け割引クーポ

ン」を発行することで活性化を図る商店街づくり。 

 

(4)「おうしゅうたろう」とコラボレーションし、各店舗でグッズの販売や、フォ

トスポットの設置、空き店舗のシャッターに描き、商業と観光の集客を図る商

店街づくり。 

 

 

 

 

 

 

 

(5) ライブハウス・飲食店で、学生のバンド活動の発表の場やライブイベントな

どで毎日ライブを楽しめる環境がある商店街づくり。 

 

 

 

 

 

 

 

写真：おうしゅうたろう 

   顔出しパネル 

写真：市内飲食店での 

ライブ風景 
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(6) 学生の学習拠点や図書館と連携した社会人の学びなおしの場を整備し、文化

活動の場を提供することができる商店街づくり。 

 

(7) SDGs に取り組むことで、経済的な面だけでなく、社会的な面や環境面も拡充

するよう、取り組む団体やグループと連携を取り、推進を図る商店街づくり。 

  

(8) 商店街拠点「（仮）おうしゅうステーション」を設置し、「宮沢賢治ゆかりの

地」「歴史公園えさし藤原の郷」「大瀧詠一ゆかりの地」「大谷翔平ゆかりの地」

などを結ぶ観光情報や魅力ある商店や商店街イベントの情報提供を行うこと

で、地域観光・交流のハブとする商店街づくり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：(一社)奥州市観光物産協会 『大谷翔平ホームタウン MAP』 

画像：デジタル観光マップ 『奥州市まるごと観光マップ』 
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【提言２】 「体験と交流を楽しめる新しい商店街」 

ものを売るだけでなく、体験や感動を提供する商店街を目指し、移動

商店街や年数回の定期市などの取組を継続的に実施すること。 

 

１ 提言のねらいと効果 

 

(1) これからの商店街は、買い物の場としてだけではなく、来訪者が楽しい体験

や感動を得られる場を提供することで、買い物目的だけではないリピーターを

増やす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）商店街は固定の場所にあるという常識を取り払い、定期的に市内を巡回する、

楽しい体験や魅力的なイベントと組み合わせた、移動する商店街の取組により、

買い物が困難な地域だけでなく、幅広い層のニーズに対応し、地域経済を活性化

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 年に数回の定期的なイベント（市
イチ

）を開催することにより、起業を目指す方の

チャレンジ及びマーケティングの場として活用する。 

資料：「第２回衣川廃校マルシェ in 北股」（出店のほか、ワークショップも同時開催） 

資料：青森県三沢市 

「ミサワマーケットキャラバン」 

（月に一度だけ現れる架空商店街） 
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２ 具体的施策 

 

 (1) そば打ち体験などの食育や木のおもちゃなどの木育、昔の遊びや行事を再現し

て体験する三世代交流、ｅスポーツ、郷土芸能、伝統文化などの体験や感動ので

きるイベントを提供すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 移動式販売車やキッチンカーなどのアクティブショップに補助制度を創設し、

移動する商店街に参加する方を増やし、定期的にマルシェ・朝市・夜市などのイ

ベントを開催すること。 

 

 

 

 

 

 

 

  (3) イベント開催の際は、道路や公共施設などの公共空間も活用し、道路ペイン

ト、まちなかバーベキューなどエリアとして楽しめる場とすること。 

 

 

 

 

 

 

写真：木育ひろば「木こりんパーク」 写真：行山流角懸鹿躍 

写真：市内イベントでのキッチンカー 

写真：例年江刺総合支所で開催されているお盆朝市 
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 【提言３】 「プレイヤー育成で賑わいを創出する商店街」 

新たなチャレンジがしやすい仕組みをつくり、商店街のプレイヤー

の育成を進めること。 

 

１ 提言のねらいと効果 

 

(1) 新規事業者や若手起業家がチャレンジしやすい環境を整えることで、新たな挑

戦を支援し、多様なビジネスやイベントが生まれ、チャレンジ精神を持つ人々が

集まることで地域コミュニティが活性化する。 

 

(2) 空き店舗のリノベーションを支援し、若手起業家を 

サポートする。 

 

 

 

 

２ 具体的施策 

 

(1) 商店街内にスタートアップや新規事業者向けのインキュベーションスペース

＜注１＞を設置し、設備やサポートを提供することにより、新たなビジネスやア

イディアが育ちやすい環境とすること。 

 

(2) プレイヤーの育成を支援するため、ビジネスプランの作成から実行までをサ

ポートする起業支援プログラムを実施し、定期的にワークショップやセミナー

を開催し、ビジネスに必要な知識やスキルを提供すること。 

 

(3) 地元の高校生や、企業と連携して、学生や若手起業家が商店街で実践的な経

験を積むためのイベントやプロジェクトを定期的に開催することにより、若い

プレイヤーが地域と繋がり、実践の場とすること。 

 

 

＜注１＞インキュベーションスペース‥‥創業初期段階にある起業者の事業拡大や成功を支援する

目的のもと、通常よりも安価な賃料で提供するスペース。 

写真：空き店舗を飲食店＆レンタル 

オフィスにリニューアル 
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 第５ おわりに 

 

現在、本市において、少子高齢化や人口減少、ライフスタイルの多様化などにより、

市街地や商店街の空洞化が深刻な課題となっている。かつて地域のにぎわいの中心で

あった商店街は、後継者不足や購買行動の変化に伴い、空き店舗の増加や来街者の減

少が進んでいる。また、若い世代の流出や高齢化の進行により、世代間の交流や地域

コミュニティの希薄化も懸念されており、地域全体の持続可能性に大きな影響を与え

ているのが現実である。 

 

 このような現状を踏まえ、当委員会では、地域の拠点としての市街地機能の再構築

と、多世代が安心して暮らせるまちづくりについて研究をすすめた。 

 

 本提言では、単なる商業振興にとどまらず、福祉、教育、観光、文化といった複合

的な視点を取り入れ、地域資源を最大限に活用した「多様な世代に対応した地域活性

化商店街」の構築を目指した。これは、地域住民の交流促進、学びや働きの機会の創

出、情報発信拠点の整備といった、地域の未来を見据えた包括的なまちづくりの第一

歩と位置づけられるものと考えるものである。ついては、本提言の趣旨と目的をご理

解いただき、今後の市政運営において、積極的な検討と実現を強く期待するものであ

る。 

 

 最後に、今回の提言にあたり、当委員会の調査研究にご協力いただいた市民及び関

係団体の皆様に感謝申し上げ結びとする。 
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